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※広恨への担戟を希望されない）」は、届出の際に窓11にお申し出ください。
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環境衛生課からのお知らせ

※このコーナーヘ掲載を希望の方は、申請書データ，写真データを添付して企画財政課のメー）レアドレスまで送1寸するか、企
画財政課へ甲講書と写真データを直接お持ちください。写真を直接お持ちいただいてもかまいません。
申請再は、町のホームページからダウンロードいただくか、企画財政課窓口で配布しています。
【対象年齢］ 3歳児まで（掲載希望が多い場合は、抽選とさせていただきます。）投稿有効期間3ヶ月。
お問い合わせは企画財政課まで ft 0735-62-0556 メールアトレス kikakuzaisei @town.kushimoto.wakayama.1p 

先月、町内で家庭こ、み収集時に車両火災が発生しました。

車両火災の原因は、カセットボンベに残っていたガス漏れ

による発火と思われます。

大きな火災になると憶g吾ゃ炎上：で作業者や通行人、
周辺の住宅などに被害が及ぶ可能性があります。

島

曲螂羽良涎鵠油
たばこの吸い殻やライターなど火の気には十分に注意してください。

カセットボンベやスプレー缶などを出すときは、中身を完全に使い切り、

幽ま穴毎弱霰幽して<姐華油
（作業は火の気がなく、屋外の風通しのよいところで行ってください。）

家庭用ガスコンロを廃棄するときは必す乾電池を取り外してください。

隻

お
誕
生
お
戸
心
戸
，

原田良

畑野
はるひと

晴人くん (2歳）須江

「これからもたくさん食べていっぱい遊んで

大きくなってね／」（母舞さん）
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串本町の人口と世帯 I 
0人口…… 18,583人

0世帯数…… 9,115世帯

畑野
あおい

碧衣ちゃん (70ヶ月）須江

「もうすぐ歩くかな？これからもいろんなとこに

お出かけしようね＼）」（母舞さん）

◎もくじ

p 3……よろこびかなしみ／こみ火災
p 4……まちのわだい

•第12回本州最南端の火祭り

•安らかに眠る兵士たちへ

・防災ひろば

・トルコ東部地腰被災者にメッセージ

p 6……介誕予防教室「お元気プロジェクト」
p 7……国民健康保険／串本・みんなの海を守ろう会
p 8……シリーズ津波防災を考えよう vol.5
PlD•…・・保健センターだより

P 12……お知らせ8行事

【男性… 8,687人・女性… 8,886人】

［平成24年 1月31日現在】
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まちのわだい 1 1 まちのわだい I 

ヽ
グループに分かれての討論会

講師を務めた幾島さん

芝生を飲み込んでいく温かな炎を眺める来場者（写真上）

串本IIIJトルコ文化協会による踊りの披露としょらさん鍋の
ふるまい（写真右）

春
の
訪
れ
を
待
つ
幻
想
的
な
炎
第

12回
本
州
最
南
端
の
火
祭
り

1
月
28
日
、
潮
岬
望
楼
の
芝
生
に
お
い
て
、
串
本
町
観
光
協
会
に
よ
る
「
本
州
最
南
端

の
火
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
芝
焼
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
人
間
関
係
を
築
く

串
本
町
地
域
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
場
で
は
、
串
本
節
保
什
会
、

串
本
町
ト
ル
コ
文
化
協
会
、
潮
岬

（
み
さ
き
）
節
保
存
会
の
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
踊
り
を
披
露
し
た

ほ
か
、
ト
ビ
ウ
オ
の
つ
み
れ
が
人

っ
た
し
ょ
ら
さ
ん
鍋
や
芋
餅
が
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。

H
が
沈
み
あ
た
り
が
賠
く
な
り

始
め
た
頃
、
串
木
黒
潮
太
鼓
の
演

奏
か
饗
く
中
、
串
本
古
座
高
佼
弓

姐
部
貝
に
よ
る
火
矢
が
芝
生
に
向

け
て
放
た
れ
る
と
、
こ
れ
を
合
図

に
化
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
冬
の

伎
空
を
彩
り
ま
し
た
。

こ
の
芝
焼
き
は
、
も
と
も
と
脊

虫
駆
除
と
新
＂
A
の
育
成
を
促
す

H

的
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が

「
火
祭
り
」
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
化

し
、
夕
刻
に
開
始
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
南
紀
に
春
を
呼

ぶ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
町
内
外
か
ら
こ

の
幻
想
的
な
芝
焼
き
を
見
る
た
め

に
、
多
く
の
来
場
者
が
ゆ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

「
防
災
ひ
ろ
ば
」

1
月
17
日
、
串
本
西
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
テ
ー
マ
を
「
防
災
ー
そ
の
と

き
ど
う
す
る
？
」
と
題
し
、
学
び
や
交
流
の
場
を
通
し
て
、
学
校
や
家
庭
、
地
域

の
よ
り
良
い
連
携
を
築
く
串
本
町
地
域
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
ひ
ろ
ば
が
開
か

れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
串
本
西
小
児
童
6
7
[

名
、
串
本
西
中
生
徒
12
名
、
そ
の
他
一
”

般
参
加
名
を
含
む
約
2
0
0
名
。
講
師

i

に
は
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
委
員
、

l

き
の
く
に
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
品
一

会
委
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
一

避
難
訓
練
所
休
験
等
の
防
災
教
育
に
尽
”

力
さ
れ
て
い
る
幾
島
枯
恵
さ
ん
を
お
迎

i

え
し
、
防
災
溝
話
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

i

を
行
い
ま
し
た
。

i

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
ダ
イ
パ
ー
{

ケ
ー
キ
」
と
い
う
尿
と
り
パ
ッ
ド
や
卜
”

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
使
用
し
た

i

簡
易
ト
イ
レ
セ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

i

そ
の
後
、
各
フ
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
に
占
か

l

れ
た
「
地
衷
が
あ
っ
た
時
に
こ
の
場
所
｛

に
い
た
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
グ
”

ル
ー
プ
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

i

各
グ
ル
ー
プ
と
も
、
小
・
中
学
生
、

i

地
域
の
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
て

l

取
り
組
み
、
手
助
け
を
す
る
姿
が
見
ら
｛

れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
想
い
。

．心りがぶ'デ

守吐°勺ば点

"‘ -;• 

寄せ書きを描いた大島小6年生たち

安
ら
か
に
眠
る
兵
士
た
ち
へ

・
ト
ル
コ
軍
艦
ゲ
ム
リ
ッ
キ

来
町
記
念
プ
レ
ー
ト

H
号
遭
難
海
域
へ

・
エ
号
殉
難
将
士
慰
霊
碑
月
命
日
参
拝
が

ト
ル
コ
で
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
る

ら謝 まりるネとルスコル姿嶋 よたの部たル
れの役し上アツのコサ日コを町まり上で隊同コ記
て気場たげクト表人イ l村人観長た沈で‘指艦軍念 叩

き持に゜らセで題に卜のが光が‘め‘気揮来艦プ扱日卜月
れスはでホに人搬で慰月ら地候官町とレ
てが 1掲さゴ手影串霊命れ元やよ時し］

ま伝ル いあ H載れ日新、本碑日ま h 訛りし-て Iヽ
すえコ るるにさた本聞そををのし志期託卜］］は

た長号ル

慰難軍
霊海艦

Sato:直•―言
ト
ル
コ
ヘ
届
け
！

ト
ル
コ
東
部
地
震
被
災
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
島
小
学
校
の

6
年
生
が
、
昨
年
10
月
に
ト
ル
コ
東
部
で
発
生
し
た
大
地
震

に
よ
る
被
災
者
を
励
ま
す
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
書
い
た
寄
せ
書
き
を
作
成

し
ま
し
た
。

寄
せ
古
き
の
大
き
さ
は
縦
l
m
、
横

旦

m
の
布
製
で
、
同
小
6
年
牛

12
名
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

1
8
9
0
年
の
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号

造
難
時
に
大
島
島
民
の
救
助
活
動
に
よ

り
築
か
れ
た
日
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
関

係
を
受
け
継
い
で
い
く
た
め
、
圃
小
で

は
、
総
合
学
習
の
授
業
で
ト
ル
コ
に
つ

い
て
学
習
し
、
エ
号
乗
組
員
へ
の

追
悼
歌
を
学
び
、
殉
難
将
士
の
慰

霊
碑
の
泊
掃
を
し
て
い
ま
す
。

児
童
た
ち
は
ト
ル
コ
で
の
地
澁

を
知
り
「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
な
い
の
か
な
」
と
い
う

想
い
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
至
っ
た
よ
う
で

す
。
被
災
者
に
対
す
る
励
ま
し
の

想
い
を
そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

し、

10
月
下
旬
か
ら
作
成
し
始
め

た
と
の
こ
と
。

児
童
た
ち
は
「
震
災
を
受
け
た

人
た
ち
が
少
し
で
も
早
く
笑
顔
で

前
へ
進
め
る
よ
う
に
と
息
っ
て
苔

き
ま
し
た
。
」
「
こ
れ
を
見
て
元
気
に

な
っ
て
復
興
に
向
け
て
頑
曲
っ
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
。
」
な
ど
と
、
被
災
者
に

対
す
る
気
持
ち
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
富
せ
古
き
は
町
か
ら
ト
ル
コ
大

使
館
を
通
じ
、
本
国
の
被
災
地
へ
と
送

ら
れ
ま
す
。

｀ 
レ

王云＝菩召
rT--ュと 一 ・
地元ダイバーによってプレートが沈められました。（写真右）

月命日参拝が取り扱われたトルコ国内の新聞の数々（写真左）
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住民課からのお知らせ

平成24年4月1日から

国民健康保険証がカード型になります．I
国民健康保険証はこれまで1世帯に1枚でしたが、平成24年4月1日からカード型に替わり、
l人に 1枚の交付となりま寸。新しいカード型保険証は、箇嬰書留郵便にて世帯主宛てに世帯全
員分を平成24年4月1日までに郵送します。
ただし、保険税を一定額以上滞納している世帯は、役場窓口での交付になります。

（旧）
1国民健康保険被保険者証 1

有効期隈 平成 年 月 El 
即｝和 45 砂 I

世住所

帯
| 

主氏名し※ l 
g l| 3 0|0 4 5|9］向暉
隕●：●， 和歓山県烹牟婁郭皐本町 の削合

ii TE?。735雷 3割

交Ii年／18 平成 年 月 日
A •'.. fi •・—↓•~”‘, T*.了-

Il. 

（新）実物大

1国 民 健康保険被保険者証 1

記号和45番号
有効期腿

氏名

生年 月日

資格取得年月日

交付年月 日

世帯主氏名

住所

保険者蕃号 300459 
和歌山県寛牟婁郡串本町串本1800薔地

保険証がカード型(l人に 1枚の交付）になることによって、以下の手続き
が不要となります。

〇遠隔地用（旅行等で長期不在の方）の保険証交付申請

※ただし、転居による住所変更、社会保険等加入による国保喪失などは、従来どおり

世帯全員の保険証をお持ちいただき、手続きが必要です。

性別

匹 I
保険者名串本町3江包

途中からの参加もできますので、ぜひお問い合わせください。

お問い合わせは保健センター（合 0735-62-6206)まで

串本町では介護予防のために、一般高齢者の方を対象とした「お元気フロジェクト」を行っています。「お元気プロジェクト」では、ステップ置動やストレッチ運動といったわかやまシニアエクササイズのほか、笹理栄養士による食事作りや食材の選び方などの栄養改善教室、歯科衛生士による口腔についての講話や歯みがき指導などを行っていますc

地区名 実施日 実施 El 継続者数 平均年齢 実施会場
（フオロー教室） （自主トレ） （人） （歳）

串本 第2月曜 月2回 15 73 串本町保健センター

田原 第4火曜 月l回 B 76 田原連絡所

湘岬 第2火曜 週l回 26 69 潮岬公民館

占座 第2金曜 月2回 13 73 役場占座分庁舎

玉前 第l火曜 月1回 12 69 出前公民館

大島 第1金濯 / 7 68 大島開発総合センター

有田 第2、第4水曜 週l回 23 65 有日公民館

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
つ
・

介
護
予
防
教
室

r
お
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

有田地区の体力測定結果（平均体力年齢の比較）

教室開始時 教室終了時
平成23年4月実施（参加者21人） 平成23年6月実施（参加者2l人）

30秒スクワット 44  9歳 23 3歳

握 力 49  B歳 46  6歳

長座位体前屈 34.0歳 32.l歳

30 m 早歩き 32 6歳 29 6歳

lomジグザグ歩行 34 4歳 37 l歳

開眼片定立ち 54 7歳 47 B 歳

起き上がり動作 57 7歳 47  l歳

最大 5歩唱 30 3歳 23 5歳

ふともも上げlD回 48  l歳 23 3歳

全 体 42.9歳 33.2歳

実 年 齢 65 0歳 65  0歳

現在、テレビ和歌山で「わかやまシニア丁クササイズ」の普及と啓発を目的と

した番組が放映されています。ぜひこ覧ください。

番組名「みんなでわかやまシニアエクササイズ」

放送日： 3月l8日(El)、3月25日(El)のl8時20分～18時30分

有
田
地
区
の
参
加
者
に
つ
い
て
教
室
前
後
の
比
較
を
し
て
み
る
と
、
左

表
の
と
お
り
、
参
加
者
21人
の
平
均
体
力
年
齢
が

42.9歳
か
ら

33.2歳

と
9
歳
若
返
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

わ
か
や
ま
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
続
け
ら
れ
た
方
は
、
介
護
認
定
率

が
5
分
の
ー
に
と
ど
ま
る
と
の
研
究
結
果
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

El々
の
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。
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なんたん水の原水
I 最終回 これまでのまとめ 一津波防災対策の転換― | 

日本清流百選•平成の名水百選にも選ばれている
古座川の水を原水とし、最新鋭の浄化である膜ろ過により
作られた安全でおいしい水です。

印因頂別刃

《100mlあたりの栄養成分》

エネルギー： Okcal/100g

たんばく質、脂質、炭水化物： Og

ナトリウム： 5.7mg/l カルシウム： 2.Smg/1

マグネシウム： 1.3mg/l

硬度： 12mg/l（軟水）

t”.,9念’奎髯畠

戸
日
事
会
蒻
謬
盆
喜
酪
躙
距
麟
誓

。
声丘碑
ゆ叫
P
頴
祠
時
弄
碑
膝如
翠
奴竿
躙等琴

国
立
和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校
・
環
壊
都
市
工
学
科
准
教
授
の

ぷ

あ

き

小

池

信

昭

今
後
の
津
波
防
災
対
策
の
国
の
方
針
は
、
高
台
に
避
難
す
る
こ
と
が
重
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
津
波
か
ら
街
を
守
る
考
え

方
か
ら
、
ま
ず
安
全
な
高
台
に
逃
げ
る
こ
と
に
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
行
政
・
消
防
・
警
察
・
病
院
な
ど
の
人
命
お
よ

び
救
助
活
動
に
直
結
す
る
機
関
は
で
き
る
だ
け
高
台
に
移
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

図
（
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
痘
モ
テ
ル
検
討
会
公
表
資
料
引
用
）

国
が
新
た
に
想
定
し
た
東
南
海
・
南
海
地
震
津
波
の
波
源
域

と
↑
攣
，
る
-〒
↑

域

域

源
頷

垂

る

m

す

00

討

12

検

穣
を

会

域

霙

災

栢

軸

地

防

波

フ

波
央
波
―
フ

津

中

津

卜

最
南
端
の
め
ぐ
み

図
を
見
て
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
第
3
回
で
も
紹
介
し
ま

し
た
が
、
昨
年
の
年
末
に
日
が
正
式

に
東
南
海
・
南
海
地
震
の
最
大
規
模

を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
り
（
以
下

M"）

に
設
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
津
波
に

つ
い
て
も
詳
細
な
計
算
が
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
試
算
で
は

M
"
時
の

闊
倍
ー
訊
倍
程
度
の
占
回
さ
に
な
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
串
本
町
で
の
汗
波

の
最
人
の
裔
さ
は

1
6
m
/
2
0
m
程
度

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
や

は
り
・
緑
台
に
避
難
す
る
の
が
贔
善
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

岩
手
県
釜

h
市
で
は
、
津
波
避
難

一．． 

原
則
「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
」

「
最
善
を
尽
く
せ
」
「
率
先
避
難
者

た
れ
」
の
教
え
を
忠
尖
に
守
っ
た
た

め
に
、
小
・
中
学
生
の
犠
牡
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
学
べ
る
教
訓
は

「
日
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
人
原
則
と
「
地
震
の
長
い
揺
れ
が

あ
っ
た
ら
沖
波
が
嗅
っ
て
く
る
と
考

え
、
津
波
警
報
や
避
難
勧
告
が
な
く

て
も
自
分
の
判
断
で
す
ぐ
に
邸
台
に

避
難
す
る
」
こ
と
で
す
。
特
に
釜
石

市
で
は
「
率
先
避
難
者
た
れ
」
と
い

う
教
え
の
結
果
、
小
・
中
学
生
の
避

難
行
動
が
元
で
地
域
仕
民
か
避
難
し
、

粘
呆
的
に
多
く
の
命
を
救
っ
た
と
い

う
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
小
・
中
学
牛
の
防
災

教
育
の
玉
哭
竹
が
仝
目
的
に
広
く
認

識
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
囚
の
新
し
い
想
定
地
震
(
M

虹
）
で
の
沖
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も

作
成
さ
れ
、
ど
こ
ま
で
浸
水
す
る
か

が
発
表
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す

が
、
屯
要
な
こ
と
は
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
場
所
が
没
水
す
る
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
想
定
に
と
ら
わ
れ

る
な
」
と
い
う
教
え
か
ら
も
、
そ
れ

を
超
え
る
よ
う
な
津
波
が
襲
う
可
能

性
が
ま
っ
た
く
な
い
と
は
一
―
―
口
い
切
れ

ま
せ
ん
。

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
区

域
外
で
あ
ろ
う
と
も
吉
四
台
に
避
難
す

る
こ
と
は
絶
対
に
必
要
な
の
で
す
。

最
後
に
、
高
台
に
住
ん
で
い
れ
ば

安
全
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に

行
っ
て
い
る
時
に
地
震
に
襲
わ
れ
た

場
合
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

逃
げ
る
の
か
を
常
に
考
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
息
味
で
は
、
平
地
に
仕

ん
で
い
る
か
、
高
台
に
住
ん
で
い
る

か
は
玉
哭
で
は
な
く
「
白
分
の
命
は

白
分
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
が
普

段
か
ら
で
き
て
い
る
か
が
最
も
重
変

な
の
で
す
。

串
本
町
で
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
津

波
の
到
達
時
間
が
短
い
と
い
う
こ
と

が
よ
く
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
「
最

善
を
尽
く
せ
」
と
い
う
教
え
に
従
い
、

時
間
の
あ
る
限
り
海
抜
の
サ
四
い
高
台

に
逃
げ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

PROFILE 
京都大学て工学博

士号を取得後、東北

大学、ワシントン大

学での研究活動を経

て、 現在は国立和歌

山工業高等専門学校

准教授として研究活

動に取り組んでいる。

そのほか土木学会、

E3本自然災言学会に
所雇しており、委南

海・南海地淫津波検

討対策委員会 •本部

会委員および和歌L.lJ

部会長を務めている。

広報くしもと 2012.3 ¥,
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保健センターだより 1 

ミニミニ健康講座（糖尿病）

糖尿病とは…血液中の糖質をエネルギー源として利用できなくなることから、血液中にブドウ糖

が埴えすぎて仝身の血管や神経に重大な障害を起こす病気です。進行しないと自覚

症状があらわれにくく、病気とわかった時にはさまざまな症状が全身に起こってい

ることが少なくありません。

予防するには…「バランスのとれた食事と適度な運動」です。

【糖尿病になりやすい生活チェック】

□おなかいっぱいに食べないと満足できない
□食べだめを寸るごとがある
口食事を抜くことがある

口間食や夜食をよく食べる

ロやせるために主食や脂肪分をとらない

口外食が多く、野菜をあまり食べない

ロインスタン日食品や加丁食品をよく利用する

ロ野菜不足を果物やビタミン飲粘で補つている

口毎E3、お酒を飲む

口こはんを食べないで、お酒を飲むことが多い

口たばこを販う留憤がある

口からたを動かすことが少ない

□生活が不矩則（食事時間、睡眠時問など）
ロスバレスが多い

□太りすぎである
□高血圧である
ロコレステロール値、中性脂肪が高い

思い当たることはありましたか？

チェックが多いほど、糖尿病になりやすいといえます。

次回は合併症についてご紹介します。

、Z-
r危険な地磯釣り！救命胴衣の着用を！！」

昨年中、和歌山県内において磯釣り中の人身事故が15件発生し、そのうち8人の
方の尊い命が失われています。いすれの方も救命胴衣を着用していませんでした。

今年 1戸にも串木町大島で磯釣り中の方が海中に転落。足の骨を折る大クガ
を負っています。

①救命胴衣の常時着用 ②適切な連絡手段の確保

③「海のもしもは118番」の有効活用

⑪広報くしもと 2012.3 

保健センター3月の行事予定は次のとおりです。

※健診等についてのお申し込み•お閻い合わせは、

保健センター Cn 0735-62-6206)まで。

【成人関係】
健康相談

実施日 受付時問 会 場

g:00~lO'〇〔〕 江田区民会陪
3月5日（月）

10:30-11,30 田並公民館

9:00-10.00 大島開発総合センター
3月6日（火）

l o : 3 0 ~ l l'3 0 出雲公民館

9:00-10.00 有田公民館
3月9日（金）

l o : 3 0 ~ l l'3 0 二色集会所

3月12日（月） 13:00-14,30 保健センター2階

9:30~10·30 津荷集会所

3月28日（水） 13:00-14.00 古田古年クラブ

14:30~15·30 田原山村交流センター

※訛でもお気料に会場へお越しください。
(JIJ.汗測定や健康についての柑談を受けております）

献血

実施日 受付時問 会

3月6日（人） I1000~1600［亡言］賛）

【乳幼児関係】
乳幼児健診

実施日 時囲 内 容

3月l日（木） 13:00~13·30 
l霰6ヵ月児及び
2歳6ヵ月児健診

3月8日（木） 13:[J()~ 13 30 lOヵ月児～ 1歳児健診

13:00~13·30 4ヵ月児健診
3月22日（木）

l 3 : 3 0 ~ l 4'0 0 6ヵ月児健診

乳幼児予防接種

実施日 実施時間 内 容

：臼：□[口/:I 〗:／［王 I 云竺I:（;：：」回風しん混合）
各種敦室

日時

3月6日（人） Iげんきっこく因：あ別れ会）：ヵ月見～3歳兄対象
lo:00～ ハヤシライス担供（ご飯持参）

砂む
※予防1妾種・教室の会場はいずれも保健センター2陪ですa
※三柿汎合の予防核柿対象は 7歳（；ヵ月木i酋の方です。
(c種混合 1期初回は20~56nの間湘で3回接種します,)
※＼｛R （麻しん・風しん汎合）の核柿対象は 1期… 1歳児

C 子宮頸がん予防ワクチン 3 回目の接種予約はお済みですか？〗
7月～9月に接種を開始されに対象者の子宮頸かん予防ワクチン3回目の接種予定已が近ついています。
確実な免疫をつくるには、決められたとおりに接種することが大切でび。接種には予約が必要となりま

すので、お早めにご予約をお願いします。

【対 象 者］ 平成6年4月2日～平成11年4月1日生まれの女子で甲込者

【助成期限］平成24年3月30日（金）まて

【周い合わせ先］ 串本11lJ保健ビンター ff 0735-62-6206 

［ヒブ・小児肺炎球菌ワ品盟塁成について］

串本町では、下記の期間で公費助成を行ってい

ます。助成には申請か必要です。詳しくは保健セ

ンターまでお間合わせください。

【対象者］

接種時に、市本町在住の生後2ヶ月から 5歳
未満（誕生日の前々日まで）のお子さま

【助成実施期間］

平成23年6月 1日～平成24年3月31日

【閥い合わせ先］

串本町保健センター n0735-62-6206 

r--------------------, 
-平成24年度
-9”g -
検f健帽厖逸§望調査票について

平成24年度4月以降の各種検（健）診について 2

月中旬、世帯ごとに調査票を送イ寸しています。

;／□ふ
提出期限 3月16日（金）まで

広報くしもと 2012.3 ⑩ 



一
串
本
町
の
ご
み
処
理
場
に
お
け
る
一

般
廃
東
物

lnl収
・
処
理
、
埋
・
止
ご
み
及

び
汽
源
ご
み
の
再
分
別
・
処
理
等
を
行

う
臨
時
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
券
さ
れ
る
方
は
、
環
培
衛
生
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼

募

集

人

員

臨

時

職

貝

3
名

ァ
賃
金
等
時
給
ー

1
0
0
円

（
各
種
保
険
あ
り
）

▼
作
業
内
容

賓
源
ご
み
回
収
・
処
坤
及
び
肥
立
ご

み
、
資
源
ご
み
再
分
別
竹
業
等

▼
作
業
日
時

週

6
日
勤
務（n耀
、
祝
祭

nは
休

H
)

▼
採
用
予
定
期
間

平
成
24
年
4
月

l
n（日）
i

平
成
24
年
9
月
3
0
n
（
日
）
の
予
定

●
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
税
務
課

60735

—

62

—

0586 

（
直
通
）冒

納
税
義
務
者
の
方
は
、
固
危
資
産
税

十
地
・
家
屋
諜
税
'-11
帳
の
閲
覧
が
で
き

ま
す
。
ま
た
納
税
義
務
者
の
ほ
か
、
佑

地
・
伯
家
人
の
方
も
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

了
閲
覧
期
間

平
成
24
年
4
月
1
日
（
日
）
以
降

午
前
8
時
30
分
ー
午
後
5
時
15
分

※
土
、

H
曜
日
、
祝
祭

nを
除
く

マ
閲
覧
場
所

串
本
町
役
場
税
務
課
（
本
庁
舎
）

烹
閲
覧
で
き
る
方

所
有
者
本
人
及
び
同
屈
視
族
の
方

借
地
・
借
家
人
の
力
（
確
認
の
た
め
、

貨
貸
侶
契
約
書
等
の
書
類
が
必
要
で
す
）

▼
そ
の
他

•
印
鑑
（
認
めr
p
)をご
持
参
く
だ
さ

ヽ
c-

し・
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
安

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
税
務
課

60735

—

62

—

0586 

（
直
通
）

▼
応
募
資
格

串
本
町
在
住
で
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
取
得
し
て
い
る
方

▼
申
込
方
法

履
瓶
青
(
[
ー
J

真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を

記
人
し
、
環
境
衛
生
課
（
占
座
分
庁
舎
）

に
直
按
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
提
出

い
た
だ
い
た
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん。了
受
付
期
間

平
成
24
年
3
月
1
日
（
木
）

1

平
成
24
年
3
月
8
日
（
木
）

午
前
8
貼
30
分

1
午
後
5
時
15
分

※
+
、

n曜
H
除
く

マ
試
験
日

平
成
24
年

3
月
15
日
（
木
）

T
前
9
時
30
分
開
始
予
定

マ
試
験
方
法

血
核
試
験

※
面
接

nは
都
合
に
よ
り
変
史
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

面
接
日
時
は
申
込
締
め
切
り
後
、

文
青
に
て
通
知
し
ま
す
。

軽
自
勁
車
は

4
月
1
H
（
税
金
を
割

り
当
て
る
期

B
)
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。

軽
自
勁
車
、
バ
イ
ク
で
住
所
変
史
（
町

外
へ
転
出
）
、
名
義
変
更
、
廃
申
の
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
車
両
を
お
持
ち

の
h
は、

3
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
取
扱
い
窓
口

①
原
動
機
付
自
軋
車(
1
2
5
江
未
満
）

串
本
町
役
場
税
務
課

60735

—

62

—

0586 

②
軽
一
輪
車
・
小
型
二
輪
自
動
車

和
歌
山
陪
運
支
局

6
0
5
0
—

5
5
4
0

ー

2
0
6
5

③
軽
白
動
車

軽
自
勁
申
検
査
協
会
和
歌

111事
務
所

6073

—

433

—

4655 

戦
没
者
等
の
死
，
L
当
時
の
ご
遮
族
で
、

平
成
17
年
4
月

l
nか
ら
平
成
21
年
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
く
な

っ
た
場
合
に
特
別
弔
慰
金
が
1
又
給
さ
れ

ま
す
。対
象
と
な
る
ご
逍
族
の

h
で
ま
だ
請

求
さ
れ
て
い
な
い

h
は
、
役
場
保
健
福

納
税
者
の
方
が
、
他
の
所
有
者
の

L

地
や
家
犀
と
比
較
し
、
価
格
が
適
布
で

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
＜

た
め
に
十
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

地
番
、
地
口
、
地
積
、
価
格
を
記
載
）

及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
転
簿
（
所

h
、

家
犀
番
り
、
構
造
、
種
類
、
面
積
、
価

格
、
建
築
年
を
記
載
）
を
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

7
請
求
期
限

平
成
叫
年
4
月

2
B
（月）

文
給
付
内
容

額
面
幻
万
円
、

6
年
償
還
の
記
名
国

依
ご
請
求
窓
口
、
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
保
健
福
祉
課

60735

—

62

—

0562 

面通）峰

戦
後
シ
ベ
リ
ア
で
強
制
抑
留
さ
れ
た

カ
（
戦
後
強
制
抑
留
者
）
が
、
酷
寒
の
地

に
お
い
て
長
期
間
に
わ
た
り
劣
忠
な
環

樟
の
卜
で
強
制
抑
留
さ
れ
、
そ
の
労
＂
山

を
慰
藉
す
る
た
め
、
特
別
給
付
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
泊
求
が
お
済
み
で
な
い

h
は、

平
和
祈
念
中
栄
牡
別
格
金
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
「
戦
後
抑
留
者
」
と
は
、
昭
和
20

年
8
月
9
日
以
来
の
戦
争
の
結
果
、

阿
年
9
月

2
H
以
後
に
ソ
ビ
エ
ト
社

会
七
義
共
和
川
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ

ル
人
民
共
和
国
の
地
域
に
お
い
て
強

闘
抑
留
さ
れ
た
方
で
す
。

▼
対
象
者

戦
後
抑
留
者
で
平
成
22
年
6
月
1
6
H

（
施
行

n)に
ご
存
命
で
日
本
国
節
を
有

昨
年
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今
年

4
月
以
陥
、
森
林
の
土
地
の
所

h
者
と

な
っ
た
方
は
巾
PIJ
村
長
へ
の
事
後
届
出

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
届
出
対
象
者

個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相

続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
収

得
し
た
方
は
、
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
圃
法
に
甚
づ

く
ー
地
布
只
契
約
の
届
出
を
提
出
し
て

い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

マ
届
出
期
間

ー
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

H
か
ら
90

す
る
方

ご
叩
求
受
付
期
限

平
成
24
年
3
月
3
1
H
（土）

烹
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
某
金

60570_059

—

204 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
I
P
電
話
、

P
H
S
か
ら
は
、

603

—

5860

—

2748 

平
H
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
6
時
ま

で
受
付
し
て
い
ま
す
。

（ー、

n曜
、
祝
祭

H
は
除
く
）

た
だ
し
、
平
成
24
年
3
月
3
1
n
(
t
)

は
受
付
し
て
い
ま
す
。

圃

お
知
ら
せ

調 ▼
結
果
通
知

郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
環
境
衛
生
課

60735

—

72

—

0083 

（
直
通
）

〒

6
1
9
_
1
1
9
2

串
本
町
西
向
3
5
9
番
地

（
古
座
分
り
舎
）

n]募
集

▼
縦
覧
期
間

平
成
2
4
年
1
月
l
H
(
H
)
i

平
成
21
年
5
月
31
日
（
木
）

午
前
8
時
30
分
1
午
後
5
時
15
分

※
土
、
日
曜

n、
祝
祭
日
を
除
く

▼
縦
覧
場
所

巾
本
町
役
場
税
務
課
（
本
庁
含
）

▼
縦
覧
で
き
る
方

中
本
町
固
定
資
産
税
の
納
税
者
及
び

同
店
親
放
（
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
で

あ
っ
て
も
免
税
点
未
満
で
課
税
さ
れ
な

い
人
を
除
き
ま
す
）

ア
そ
の
他

•
印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持
参
く
だ
さ

‘
 

し・
代
坪
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
納
税
者
が
自
己
の

所
有
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格

が
適
正
か
判
断
す
る
た
め
の
も
の
で

す
か
ら
、
そ
れ
以
外
の

n的
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
縦
乱
を
お
断
り
す
る

楊
合
が
あ
り
ま
す
。

学

生

串

保

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 

お
知
ら
せ
＆
行
事

連絡先

串本町役場本庁舎
(TEL 6 2 -0 5 5 5) 

串本町役場古座分庁舎
(TEL 7 2 -0 0 8 1) 

くしもと町立病院
(TEL 6 2 -7 1 1 1) 

校教育課

(TEL 7 2-0 0 1ワ）

涯学習課
(TEL 6 2 -0 0 0 6) 

本町図書館
(TEL62-4653) 

健センター
(TEL 6 2 -6 2 0 6) 

町内放送案内
（フリーダイヤル0120-928-649)

串本町ホームページアドレス
hllp•llwww.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアドレス（代表）
kikakuzaisei@town.kushimoto.wakayama.jp 
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3]国国国口国口
日曜 行享内容（時閻） 場 所 主壱課等

8木 人権行政相談 串本町文化センター 住尻課

(13 30-15 30) 

10土 講演会 串本町保健センター 保健センター

「了どもの眠りと

発達」

(13 30- ） 

15木 行政相談 古座捐祉センター 住民課

(13 30-15 30) 

22木 人権行政相談 潮卸公民館 住民課

(13 30-15 30) 

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
巾

町
村
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
届
出
事
項

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

h
者

の
什
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月

H
、
所
有
権
移
転
の
肱
囚
、
上
地
の
所

11場
所
・
血
精
と
と
も
に
、
上
地
の
用

迄
等
を
記
載
し
ま
す
。

泌
付
書
類
と
し
て
、
登
叫
事
項
祉
明

書
（
写
し
も
可
）
、
ま
た
は

t
地
売
買
契

約
古
な
ど
権
利
を
収
得
し
た
こ
と
が
分

か
る
書
知
の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
ホ

す
図
面
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
役
場
産
業
振
興
課
ま
た

は
束
牟
炭
伽
興
局
林
務
担
当
ま
で
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

烹
向
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
産
業
伽
興
課

60735

—

62

—

0558 

面
通
）

東
牟
婁
拡
輿
局
林
務
担
当

60735_21

—

9612 

発
達
粋
害
と
は
、
脳
の
機
能
障
害
が

原
因
と
い
わ
れ
、
広
汎
性
発
達
陥
害

(n

閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
等
）
、

注
意
欠
陥
多
動
性
症
低
群
、
学
習
樟
害

が
あ
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら

田

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

•
4

月
2

日
（
月
）

0
同
民
健
康
保
険
税
（
随
期
）

0
介
設
保
険
料
（
随
期
）

0
後
期
・
紬
齢
者
医
療
保
険
料

(
9
期）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

法
律
に
よ
り
年
率
1
4
.
6
％
の
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
11十
め
に
。

〇
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役

場
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

60735

—

62

—

0586 

（
直
通
）

い
、
落
ち
着
き
が
な
い
、
社
会
的
な
マ

ナ
ー
が
身
に
つ
き
に
く
い
な
ど
の
行
動

は
、
本
人
の
努
JJ
の
無
さ
や
親
の
育
て

方
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
性
を

正
し
く
理
解
し
、
個
々
に
あ
っ
た
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
で
様
々
な
力
を
身
に
着

け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

和
歌
川
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ポ
ラ
リ
ス
」
で
は
、
発
達
岡
寄

の
坪
解
、
子
育
て
、
問
題
/fJ
動
な
ど
、

発
達
障
害
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応

じ
て
お
り
、
今
年
度
も
東
牟
婁
圏
域
の

方
を
対
象
に
巡

lnl相
談
を
れ
い
ま
す
。

▼

対

象

発
達
障
布
者
ご
本
人
や
ご
家
族
、
支

援
者
等

マ

場

所

新
宮
保
健
所
串
本
文
所

▼

日

時

奇
数
月
第
2
木
曜

n

(
5
月
2
日
、

7
月

12n、
9
月
13

n、
11月

8
H
:
・
)

※
相
談
時
間
に
つ
い
て
は
、
午
前
10

時

I
T後
3
時
ま
で
の
間
で
、
1

竹
1
時
間
以
内
で
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

和
歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ポ
ラ
リ
ス
」

6073

—

413

—

3200 

〒
6
4
1

—

0
0
4
4

和
歌
山
市
今
福3
—

5
_
4
l

愛
徳
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子
ど
も
の
成
長
に
睡
眼
が
深
く
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
ご
什
じ
で
し
ょ
う
か
？

子
ど
も
の
発
達
と
睡
眼
に
つ
い
て
の

著
書
を
多
数
、
出
版
さ
れ
て
い
る
三
池

輝
久
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
講
演
会
を

開
き
ま
す
。

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼

日

時

平
成
叫
年
3
月
10
日
（
上
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

（
午
後
1
時
よ
り
受
付
）

て

演

題
「
子
ど
も
の
眼
り
と
発
達
」

マ

講

師

子
ど
も
の
膵
眠
と
発
達
に
療
セ
ン
タ
ー

一
こ
池
輝
久
氏

▼

会

場

串
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

マ
そ
の
他

北
児
あ
り

※
先
着
10
名
程
度

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー

60735

—

62

—

6206 

払
報
担
当
と
な
っ
て
．
つ
の

H
揉
で
あ
っ
た
和
歌
111

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
。

こ
の
度
「
広
報
誌
の
部
」
町
村
の
部
で
串
本
町
が
1

位
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

叶
年
2
位
を
い
た
だ
い
て
か
ら
た
く
さ
ん
の
JJ
に
広

報
く
し
も
と
を
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
誠
み

や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
を
瓶
識
し
、
表
紙
を
一
面
写
真
に

変
え
る
な
ど
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
は
、

自
分
ひ
と
り
の
力
で
は
な
く
、
女
え
て
く
れ
る
職
場
の

h
、
町
の
他
し
を
行
う
方
や
参
加
者
と
い
っ
た
巾
本
町

の
皆
さ
ん
で
い
た
だ
い
た
も
の
だ
と
息
っ
て
い
ま
す
。

n3
こ
れ
か
ら
よ
り
一
陪
、
広
報
く
し

集
＿
＿
―
-
口
も
と
を
充
実
し
た
よ
り
良
い
も
の
と

後
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

編

息

い

ま

す

。

(

M

)

／ 

今年の火災・救急件数
-1月31日現在一

火災件数

建物

林野

0件

0件

その他 1件

合言t 1件

救急件数

交通

急病

その他 45f牛

合言t 142件

88件

火災のない住みよい塁かな町づくり

ヽ

9件

ヽ ノ

広告募集のお知らせ

広報くしもとでは有料広告を募集しています。

【掲霰スペース】綬 46mmx横 85mm

綬 46mmx横 174mm

［掲 載料】 1広告 5,000円よリ

広告掲載を希望される方は、役場企画財政課広報係

(T[l 0735-62-0556)までお忠い合ビください。

溢し

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。 ［広告]IIIJ収入の一部とするため有料広告を掲載していますc

3月は自殺対策強化月間

3月は自殺者の最も多い月て日本では毎日
約90人の方にちか自らの命を絶つていまサ。
かけかえのない命を守るにめに大切なのは

「気づく」「つなく、、」「見守る」

ことで百。
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本
町
役
場
企
画
財
政
課

Information | 

高速道路

ao 

設立代令

2月14日にみんなの高速道路建設促進串本協議会か設立されました。

1
8
0
0
 
I
!
!
(
0
7
3
5
)
6
2
1
0
5
5
6
 

災害に負けない高速道路を早く串本へ
（紀伊半島一周を高速道路化）

高い確率で発生が予想される
東海・東南海・南海地雲が発生しにら…

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

http:/

/www

.town•kush1moto

.wakayama

.Jp/ 

k
i
k
a
k
u
z
a
i
s
e
i
@
t
o
w
n
.k
u
s
h
i
m
o
t
o
.w
a
k
a
y
a
m
a
.jp 

現在計画がないのは ｝ ｀ 一=...... 工
【江住～下里】の区胴。

延長39km。
現在工事中の音B分につい
ては平成27年度完成予定。

【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。

~ 

【事務局】

みんなの高速道路建設促進串本協議会

会長高井英二

（設立発起人）串本町長

千649-4192
和歌山県東牟婁郡串本町西向359
串本呵役場古座分庁舎建設課内

TEL 0735-72-0628（直道
FAX0 ワ 35 —ワ 2-015 ワ

田鴫勝正


